[image: image1.png]




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
｢成長戦略｣と｢骨太の方針｣大企業は支援、庶民に苦難ｐ安倍政権は、「アベノミクス」の第３の柱となる「成長戦略」と今後の財政運営の指針となる「骨太の方針」、規制改革実施計画を決定しました。すでに実施の金融緩和や財政出動に「成長戦略」を加えて、アベノミクスの「三本の矢」がそろい、また「骨太の方針」で経済・財政政策の指針が示された格好です。しかし、貫かれているのは国民の暮らしを顧みず、一握りの多国籍企業支援に向け、税制や予算、規制緩和を総動員する姿勢です。　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ「成長戦略」では、「世界で一番企業が活動しやすい」環境づくりとして、投機マネーも呼び込む「国家戦略特区」創設が掲げられました。また原発再稼働推進と合わせ、原発輸出を含む３０兆円の海外・インフラ獲得が打ち出されました。さらに雇用に関して「多様な正社員」を普及・促進するとしていますが、その狙いが労働者の差別・選別や「使い捨て」を進め、解雇の自由化へと導くルールの破壊にあることは明らかです。「アベノミクス」には、消費者物価を２％上昇させる目標があって、国民の所得を増やす目標はありませんでしたが、あらたに、「一人当たりの名目国民総所得（ＧＮＩ）を１０年後に１５０万円以上増加」させるとしたのは、全くのまやかしです。ＧＮＩとは、国内総生産（ＧＤＰ）に海外での生産や投資による純受取額を加えた指標です。多国籍大企業などが内部留保を蓄えれば、賃金などが下落しても、ＧＮＩは上がります。　　　　　　　　　ｐこうした中、「骨太の方針」では、社会保障の支出を「聖域とせず、見直しに取り組む」ことや、地方財政のための支出を見直すなど、国民向けの支出を削減するものばかりです。高齢者医療や生活保護を名指しした社会保障改悪とともに、首都圏空港や国際コンテナ港湾を想定した１２兆円規模のインフラ・集中投資が明記されました。同時に、見逃せないのは「成長戦略」の名で大企業への特権的減免税を拡充する方向を打ち出し、期限を切って「財政健全化を着実に進める」としたことです。ここに史上最悪の消費税増税を断固強行しようとする姿勢が示されています。ただ、目前の参議院選挙での争点化を避けるべく、あいまいな表現にしているだけです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ「大企業は支援、庶民には苦難押し付け」を本性とする安倍政権の悪政を見破り、「増税中止で景気回復を」「国民の懐を豊かにし、地域循環型の経済を」の世論と運動を広げて行こうではありませんか。    （６月２４日全国商工新聞より要約）

「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/　　　　　

ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野宅）　　　　　　　　　
６月市議会への思い　（７月２日が最終日です。）　
職員の新聞沙汰（不祥事）が続きます。これでは市民からの信頼が得られません。どこに問題があるのでしょうか。職員倫理審査会を傍聴しました。行革推進委員会でも外部委員から言われましたが、まだまだ内部に自らに甘い、甘く評価する体質があるようです。委員会の内部委員や事務局の構成を見ても改革への期待が持てません。私共も（議会も）襟を正さなければならない所は正していきたいと思っています。

市長の提案説明の中で、「アベノミックス」を評価し、期待している姿勢には失望しました。一部の大企業と富裕層の方が潤っているだけで、市民は物価高や負担増に苦しんでいます。職員の給与削減が行われます。今後は民間にも賃金引き下げが波及するでしょう。来年４月から消費税増税が実施されれば、更に先行きは真暗になります。

今議会、補正予算が上程され、肉付け予算に期待をしていましたが、どこに肉付けがあるのかよくわかりません。市長！！もっと自分の意志を出して周りを説得して、市民の期待に応える、喜ばれる政策・補正予算を出して下さい。私たちも提案・要望しています(例えば、県下一高い国保税の値下げ)。生活が良くなる望みも無く、一昨日(１９日)だされた４つの請願(ＴＰＰ・消費税増税ストップ、風疹ワクチンの公的助成、いくらお金がかかるか分からず、地震・水害対策からも病院建設の建設場所の見直し）に重きを置いた６月議会にしたいと思います。

国の社会保障削減政策は、医療、生活保護、介護保険、年金など広範囲にわたっています。消費税増税とダブルパンチです。私たちの任務として市民の生活・命を守らなければなりません。

今回は、教育・都市計画・環境（入札問題を含む）の３点について質問をしていきます。質問に入る前に一言、

先週の土曜日（６月１５日）より、町屋川で放流した鮎を守るためにカワウ退治、鉄砲・散弾銃による捕獲が始まりました。県が許可したようですが、農林水産課の方には対応していただいていますが、事故が起こらないよう、市として、鉄砲の使用を止めさせるとか、川に遊びに来る人などに徹底した周知が行えるよう配慮お願いします。　　　　　　　　　　（星野公平の６月議会一般質問の前置きより）
２０１３年６月議会　星野公平の一般質問に対する答弁
1、 教育関係の問題について

【質問】小学校給食に異物が混入されていた事件について、①現場はどうなっているのか。②全体的な対策はどうするのか。

【答弁】緊急点検調査後の取り組みは、点検結果をもとに緊急度の高いものから調理器具の買い替え。現場の声を参考に、器具によっては安全性の高いものに買い替え。調理作業中のよりいっそうの注意喚起の３点です。年次計画を作成し、安全性を第一に備品購入、備品修繕、施設修繕に取り組んでいく。

【質問】教育委員会について、①教育長不在の教育委員会は、その機能を充分果たしてしているのか、特に幼稚園再編計画について委員会の意見（パブコメの重視）は事務局に伝わっているのか。

【答弁】定例会に加え、臨時会を開くなどして、課題に対して速やかな対応に心がけたほか、事務局との情報共有と連携を密にしながら、委員長を中心に課題解決に努めた。就学前施設再編実施計画については、委員会からは、今後も引き続き、きめ細かい意見の吸い上げと丁寧な説明に努めて頂きたいと要望しました。

2、 都市計画の問題について

【質問】桑名市に「都市計画」はあるのか。（桑名駅周辺のあり方）

【市長答弁】都市計画とは、都市の健全な発展を計画的に誘導し、秩序ある市街地を形成し、人々が住みよく働きやすいまち、あるいは活動を確保することを目的として、土地の合理的な利用を図ると共に、この目的を達成するための整備開発を都市計画事業として実現する仕組みであると考えている。住環境の充実や商業・産業の振興のため取り組んでいる。

【質問】市内の違法建築物の監視現状は、①どれ位の違法建築物を把握しているか。②取り締まる方法はあるのか。③違反建築は情報公開（公表）しないのか。

【答弁】８年間で７３件を台帳管理している。全国一斉の建築物防災週間や違反建築物防止週間を中心にその状況に応じて立ち入りを実施し指導している。周辺住民に安全が確認できない場合は開示する。
【質問】土地開発公社所有（城山児童公園用地）売却問題について市の見解は、①公園予定地だが。②残せる方法を考えたのか。

【答弁】少しでも緑を増やしていこうと購入したが、昨今の経済情勢や桑名市の財政事情等を鑑み、公園整備は断念した。

3、 環境問題について

【質問】一般廃棄物の処理について、①資源ごみ回収の状況は（入札問題も）。②随契を止め、入札を行ったが効果はあったのか。
【答弁】回収実績、年間７８００トン、売上げ金額６８００万円。全国に周知したことで間口が広がったと考えている。
【質問】クルクル工房で何が起こっているのか、①ＮＰＯの入札参加資格停止について。②生ごみの堆肥化はうまくいっているのか。以前から変わった点は。

【答弁】受託業者であるＮＰＯ法人の会員が禁止行為を行ったという報告があった。種堆肥を利用した方法で減量化している。
岐阜県中津川市でリニア新幹線を考えるシンポジウム
６月１６日（日）に参加しましたので、内容を報告します。
１、リニアを生かしたまちづくり　中津川市リニア推進課長　渡辺卓
現在パブコメ中の「リニアのまちづくりビジョン」について、理念・基本方針・戦略・取り組み方策について説明。車両基地ができるためにかなりの雇用・定住者が見込める。広域の観光拠点ものぞめる。名古屋から１０分であり、医師不足の解消も。開発一辺倒ではない。駅の整備は高層の建物は避ける。
２、必要か、リニア新幹線　千葉商科大学大学院客員教授　橋山禮治郎
この計画は、「誰が」が重要。国民なのかＪＲ東海なのか。建設目的について、輸送力の限界、新幹線の老朽化、更なる高速化の３つの目的の観点から、必要性を分析・解析する。市長と期成同盟は住民の声を聞いているかどうかがポイント。

３、リニア新幹線に対する日本共産党の考え　衆議院議員　佐々木憲昭
1 初めての乗り物として計画が拙速すぎる。法律がない。
2 国民が求めているのか。（大半が要らない。）
3 必要性が感じられない。（利用率、老朽化、需要は増えない）
4 安全の保証がない。
5 エネルギー問題（多量の電力を消費し、原発稼働が前提）
その他、人体への影響が明らかになっていない。
以上の事から、今やるべき事は、この建設計画をまずは凍結して、リニア建設に利害の関係がない専門家を含む第三者機関を設置して、様々な角度から評価・検証を行うべきです。

４、笛吹市を視察したスライド報告
現場の水枯れの状況。走行中の車体は筒に囲まれ実際は見えない事が分かった。
土地の買収は、橋脚部分のみとか。

５、会場からの質問等（橋山、佐々木氏へ）
質問に応えて、橋山禮治郎先生から著書の「必要か、リニア新幹線」に出ている内容の事柄が詳しく紹介された。

桑名市長も三重県の期成同盟で何かやっている。先日も大阪まで同時開通なら経済効果１.５兆円と報道。桑名市内でも考える会を早急に立ち上げる必要がある。

反貧困全国キャラバン２０１３

三重県の日程は、１０月９日（水）～１２日（土）（詳細は後日連絡）
プレイベント開催　６月２９日（土）１２：３０～

場所　　　　　名古屋市中区役所ホール

第1部 当事者発言

第2部 基調講演　伊藤恭彦（名市大教授）「さもしい人間」著者

第3部 トーク　雨宮処凛（作家）
Ｎｏ．１８８　　　　　２０１３年　６月２７日


発行　　　　日本共産党桑名市議員団 　☎２４－１３１０


発行場所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室


自宅　　　　桑名市立花町１－１４－７ 　☎２２－２９７５



































日本共産党桑名市議団　星野公平ニュース
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